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編集後記･･

命今月号の表紙と口絵の写真が､本文中のいずれ

の内容とも関係ないことに気づかれたのではないで

しょうか.なるべくは本文に関連した写真で表紙や

口絵を飾るように心がけているのですが,たまには

意のままにならないこともあるのです.というわけで,

今回は表紙･口絵の補足説明から始めることにしま

しよう.

命表紙と口絵の3ぺ一ジまでは,石原舜三さんによ

るクスコとマチュピチュの写真です.共に貴重なイン

カの遺跡を数多く有する山岳都市で,ペルｰを代表

する観光地としても有名な場所です.本誌7月号の

記事｢ペルｰのホｰフィリｰ鋼鉱床｣取材の際(2000

年)の撮影とのことで,同地の最近の写真ということ

になります.

命口絵の4ぺ一ジ目は円上島のノｰライトです.地質

ニュｰスでは,1992年5･6月号(No.453･4)に日本の

｢地質鉱物天然記念物｣を特集しました.その中で,

濡木輝一さんは中国･四国地方を執筆され,円上

島ノｰライトも採択されています.当時には未入手

だった写真を追補する形で大変に興味深い写真を

今回お寄せいただき,ここに紹介できることになりま

した.

命さて,本文の巻頭は谷口道子さんによる｢室戸海

洋深層水｣のお話です.海洋深層水を利用した各種

製品は,医療･美容･健康食品などの分野で静かな

ブｰムを呼んでいますが,深層水そのものについて

の知識は未だ一般的ではないようです.深層水研

究の第一人者である谷口さんの分かりやすい解説
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地質ニュｰスに関するご意見は編集委員会へ

は,読者を海洋深層水への理解と親しみへと誘っ

てくれることでしょう.ここに掲載した内容は,去る7

月20日に開催された地質標本館特別講演会の講演

要旨を基に,編集委員会で図表などを加えて構成

したものです.掲載にあたっては,谷口さんのご承

認をいただいております.特別講演会の様子などに

ついては今月号の｢地質標本館だより｣をお読みく

ださい.

命｢ライマン雑記｣は数えて19回目になります.第1

回の掲載は1990年3月号で,以来連載期問は10年

を超えました.埋もれた資料を掘り起こし,整理･

解説を行う作業は考古学,そして地質学にも一脈通

じるところがあるように思差ます.それだけに,筆者

の副見恭子さんのご苦労のほどが忍ばれます.ご投

稿に深謝申し上げると共に,益々のご健筆に期待

いたしております.

命｢風送ダストプロジェクト｣の紹介とその地球化学

的研究(金井)もユニｰクな記事と言えるでしょう.

春一番の突風に乗って訪れる｢黄砂｣は環境問題の

ひとつです.このような風送ダストにも地球科学の

目が光る時代となり,地質調査総合センタｰの役割

はいっそうの広がりと重要性を増してゆくに違いあ

りません.

黄砂の源は中国大陸,そして砂粒の元々は花商

岩.そのような中国の花商岩の分化系列と鉱化作用

に関する解説(石原はか)を風送ダストと並べてみま

した.(遠藤祐二)
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